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１ 落札者選定基準の位置づけ 

本落札者選定基準（以下、「落札者選定基準」という。）は、釧路市上下水道部（以

下「委託者」という。）が実施する「阿寒・阿寒湖畔下水終末処理場及び阿寒・阿寒

湖畔浄水場維持管理業務委託」の落札者を総合評価落札方式一般競争入札により選定

する方法及び基準を示すものである。 

 

２ 落札者の選定方法 

 落札者選定のための審査は、公平性及び透明性を確保するとともに、客観的な評価

等を行うために設置する「釧路市終末処理場等維持管理業務委託総合評価審査委員

会」（以下「審査委員会」という。）において行う。 

 

３ 審査の内容  

審査は、一次審査（入札参加資格の確認）、二次審査（技術提案書等評価）の順

に実施する。各審査の内容は、次のとおりである。 

 

3.1 一次審査：入札参加資格の確認 

   ア 入札参加資格確認申請書等の確認 

   委託者は、入札参加者に求めた入札参加資格確認申請書等が全て揃っているこ

とを確認する。書類不備の場合は失格とする。ただし、速やかに訂正が可能な誤

記等の軽微な不備は、この限りではない。 

 イ 入札参加資格要件の確認 

   委託者は、入札説明書に記載した入札参加資格要件を満たしていることを確認

する。一次審査の結果は、参加資格を有していると認められた者に対しては、入

札説明書様式５の総合評価型一般競争入札参加承認書、参加資格を有しないと認

められた者に対しては入札説明書様式６の総合評価型一般競争入札参加資格審

査結果通知書により通知する。 

   確認内容は、次のとおりとする。 

   ・入札参加者の資格要件：入札説明書「5.1 入札参加の条件」の各項目 

 

3.2 二次審査：総合評価 

各応募者について、価格評価点（満点300点）及び技術評価点（満点660点）、

基本的事項評価点（満点40点）を合計し、総合評価点（満点：1,000点）を算出

する。 

ただし、技術評価点と基本的事項評価点の合計が60％（420点）に満たない場

合は失格とする。 
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４ 総合評価点 

4.1 各評価項目の配点 

各評価項目及び配点（満点）は表1のとおりとする。 

表１ 評価項目と評価点の配点 

評価項目 配点 

基本的事項の評価 上下水道施設及び類似施設の維持管理業務受託実績 40 

技術提案書の評価 

1）基本理念及び事業計画に関する提案 205 

660 2）運転・保守管理業務に関する提案 410 

3）その他 45 

価格の評価 （2.2 価格評価点の算出方法により点数化する） 300 

計（総合評価点） 1,000 

 

５ 総合評価の方式 

落札者選定に係る評価の方法は次のとおりとする。 

 

5.1 総合評価点 

総合評価点は表１に示す、基本的事項の評価点、技術提案書の評価点及び価

格評価点の合計とする。 

総合評価点＝基本的事項の評価点+技術提案書の評価点+価格評価点 

(※価格評価点の総合評価点に対する割合は３０％となる) 

 ただし、価格評価点は以下のように算出する。 

 

5.2 価格評価点の算出方法 

入札価格が予定価格以下かつ最低制限価格以上の入札者に係る価格評価点 

価格評価点＝(最低制限価格を上回る最低入札価格/当該入札価格)×300 

   ただし、少数点以下第 2 位以下を四捨五入して小数点第 1 位とする。 
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６ 基本的事項の評価項目と評価基準 

 基本的事項とは、委託者が民間事業者に業務委託をする上で、基本的に必要である

と判断する事項をいい、次に掲げるものを言う。 

・上下水道施設及びその他施設の維持管理実績 

 

6.1 評価項目 

基本的事項の評価対象項目は表２のとおりとする。 

表２ 基本的事項の評価項目 

 

6.2 評価基準 

 基本的事項の評価基準、評価点及び配点は表 3 のとおりとする。 

 

表３ 評価基準・評価点・配点 

評価項目 評価基準・評価点 配点 

・上下水道施設の維持管理実績 

1 特に優れている 配点×1 

40 

2 優れている   〃 ×4/5 

3 普通である   〃 ×3/5 

4 やや劣っている   〃 ×2/5 

5 劣っている   〃 ×1/5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 評価対象 評価の視点 

上下水道施設及びその 
他施設の維持管理実績 

○上下水道施設及びそ
の他施設の維持管理実
績（様式 15） 

釧路市の上下水道施設と同規模
の経験と能力が確保できる実績
があるか。 
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７ 技術提案書の評価項目と評価基準 

7.1 技術提案書の様式 

技術提案書の様式は、表４のとおりとする。 

表 ４ 技術提案書の様式 

技術提案 

項目 様式 

1）基本理念及び事業計画に関する提案 

○特定様式は無し。 

○Ａ４判用紙で片面刷りとする。 

○文字は12pt以上、明朝体を基本とする

が、読みやすさを重視する目的で適宜変

更することは可とする。 

2）運転・保守管理業務に関する提案 

○特定様式は無し。 

○運転・保守管理の考え方、運転・保守

計画の作成方法等について記載。 

○Ａ４判用紙で片面刷りとし、必要に応

じ別紙・別表などを添付すること。 

○文字は12pt以上、明朝体を基本とする

が、読みやすさを重視する目的で適宜変

更することは可とする。 

3）その他に関する提案 

○特定様式は無し。 

○Ａ４判用紙で片面刷りとする。 

○文字は12pt以上、明朝体を基本とする

が、読みやすさを重視する目的で適宜変

更することは可とする。 

 

7.2 提案書記載事項の確認 

技術提案書に記載された内容が、以下を満たしていることを確認する。 

a) 同一事項に対する２通り以上の提案又は提案事項間の相違、矛盾等がないこと。 

b) 「7.1 技術提案書の様式」で指定した様式（項目の構成等）となっていること。 

c) 評価基準項目が全て提案されており、その提案内容が要求水準書と矛盾していな

いこと。 

 

7.3 技術提案の評価項目と評価方法 

「7.6技術提案書の評価基準表」に掲げる評価項目について、技術提案書類に記載さ 

た内容を評価し得点化する。 
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7.4 評価･審査基準 

提案書の評価基準について、現状の維持管理方法及び「下水道維持管理指針（日本

下水道協会）」（以下、指針）の最新版及び「水道維持管理指針（日本水道協会）」（以

下、水道指針）の最新版を基準に判断するものとする。 

 

7.5 評価基準項目の点数化の方法 

a) 評価項目ごとに、評価基準を設定し、技術提案書にそれらに関する提案が成され

ているものについて、各配点に表５の評価指数を乗じて評価点とする。 

b) 評価基準項目に関する提案がない場合は、評価しないもの（0 点）とする。 

 

              表 5 技術提案書の評価指数 

評価基準項目の内容 評価指数 

記述あり 

1 特に優れている 配点×1 

2 優れている 〃 ×4/5 

3 普通である 〃 ×3/5 

4 やや劣っている 〃 ×2/5 

5 劣っている 〃 ×1/5 

記述なし 0 

 

7.6 技術提案書の評価基準表 

 技術提案書の評価基準及び配点は表 6 のとおりとする。 
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表６ 評価基準表 

（1） 

評 価 項 目 
評 価 基 準 

評価基準項目 配点 計 

１
基
本
理
念
及
び
事
業
計
画
提
案 

a)上下水道

事業に対す

る基本理

念・本事業遂

行方針 

 

○本事業を遂行するにあ

たっての基本方針 
維持管理の目的、効率的かつ安全な運転管理実現、SDGs達成に向け

た取組の実施方針 
50 50 

b)地域社会

への貢献に

関する姿勢 

 

○地域社会との関わり方

についての基本方針 

地域との関わり方(ボランティア活動、災害・除雪協力など)の方針。

なお、実績がない企業については、落札した場合の想定と他自治体

における実績を記載 
50 

100 地元経済・域内循環への取組・職員の地元雇用率（予定されている

市民の雇用人数又は雇用人数全体に対する市民の割合）・障害者雇

用等についての方針。なお、実績がない企業については、落札した

場合の想定と他自治体における実績を記載 

50 

c)リスク管

理方針 
○リスク管理に対する方

針や具体的な対策 リスク管理に対する方針や具体的な対策の記載  15 15 

d)環境対策

方針 
 

○上下水道事業における

環境負荷軽減対策 

釧路市地球温暖化防止実行計画を踏まえた、省エネルギー対策・温

室効果ガス排出量削減対策。また、省エネルギー対策に考慮した運

転管理方針 

40 40 
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（2） 

評 価 項 目 
評 価 基 準 

評価基準項目 配点 計 

２
運
転
・
保
守
管
理
業
務
提
案
① 

 

a)運転管理
計画の考え
方 

○施設機能と流入汚水の
特性を的確に把握した上
で運転操作監視法案維持
管理上の留意点の考え
方、方針（処理場のみ） 
○施設機能と水量管理の
特性を的確に把握した上
で維持管理上の留意点の
考え方、方針（浄水場の
み） 
○雨天時における施設の
運転における留意点 
（浄水場のみ） 

運転管理、施設管理指標項目及び水質項目が示されていること（自
主管理基準などがあれば記載すること）（処理場及び浄水場） 

20 

 

130 

雨天時の運転方法が記載されていること（浄水場のみ） 

85 

取水口及び取水井における留意点が記載されていること 
（取水口については阿寒浄水場、取水井については阿寒湖畔浄水場） 

配水池における留意点が記載されていること（浄水場のみ） 

膜ろ過施設棟の運転における留意点及び前処理運転に係る事項が記
載されていること 
（阿寒湖畔浄水場のみ） 

温泉排水流入に対するポンプ場及び処理場運転における留意点が記
載されていること（処理場のみ） 

汚泥の運転管理上の留意点が記載されていること（汚泥の減量化へ
の取組など）（処理場のみ） 

25 

b)保守点検
計画の考え
方 

○効率的かつ設備機能維
持・確保を可能とする施
設・設備別の保守点検計
画 

保守点検等に対する方針及び計画が記載されていること 40 

80 
予防保全型維持管理について記載されていること 40 

c)業務実施
体制 

 
○総括責任者の実績 
○組織図の明示 
○労働安全衛生管理 
 

業務総括責任者が資格審査の規定以上の資格を有していること 
（入札説明書参考） 

10 

50 

本業務を実施するための組織図の明示（明示できる場合は配置者名
及び資格等）及び平日、休日、夜勤体制の明示と妥当性、並びに休
日、夜勤時の連絡体制の明示 

20 

事故、災害等を未然に防止し、安全に業務を遂行するための安全衛
生管理に係る方針について記載されていること。また、働き方改革
関連法の趣旨を踏まえ、事業主の責務としての取組についても記載
すること 

20 
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（3） 

評 価 項 目 
評 価 基 準 

評価基準項目 配点 計 

２
運
転
・
保
守
管
理
業
務
提
案
② 

d)緊急事

態時の体

制・対応 

○緊急時等の対応・体

制 

○緊急時等の支援体

制・訓練体制 

想定される異常時・緊急・災害時、流行感染症等における対応の考え方、

体制及び対応手順が記載されていること 
40 

90 
緊急時等の支援体制及び事故・災害を想定した教育や訓練体制が記載さ

れていること 
30 

水質悪化時の対応、漏水時の対応、重故障時の対応指針が記載されてい

ること※浄水場のみ 
20 

e)ユーテ

ィリティ

調達・管理 

○効率的かつ確実なユ

ーティリティの調達に

対する考え方、方針及

び管理方法 

ユーティリティ調達の効率的な実施方法及び管理体制が具体的に記載

されていること 
15 

30 

ユーティリティ節減策が記載されていること 15 

f)修繕実

施に対す

る考え方 

○効率的かつ設備機能

維持・確保を可能とす

る修繕実施についての

考え方、方針 

○修繕計画の策定の考

え方 

効率的かつ設備機能維持・確保を可能とする修繕実施についての考え

方、方針が記載されていること 
15 

30 

修繕費の低減策が記載されていること 15 
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（4） 

評 価 項 目 
評 価 基 準 

評価基準項目 配点 計 

３

そ

の

他

提

案 

 

a)教育研修

等の業務支

援体制 

○職員の技術レベルの確

保・向上のための教育研

修体制 

職員の技術レベルの確保・向上のための教育研修及び技術継承方針

が記載されていること 25 25 

b)業務の引

継について 

○業務引継を確実に実施

するための方策 

○業務引継に要する費

用、期間など 

前受託者からの引継ぎ及び次受託者への引継ぎの両方を円滑に行う

ための考え方、体制等について記載されていること 
20 20 

合計 660 
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7.7 評価点の集計方法 

入札参加者ごとに、基本的事項と技術提案書の評価点について、全評価者の平均値

を導出し、小数点以下第 2 位以下を四捨五入して小数点第 1 位とする。これに「5.2 

価格評価点の算出方法」により求めた価格評価点を加え、これを総合評価点とする。 

 

８ 落札者の決定方法 

 総合評価点が最も高い者を落札者とする。 

 なお、総合評価点の最も高い者が２者以上ある場合（同点のとき）は当該者にくじ

を引かせる抽選により落札者を決定する。 
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様式 15 

北海道内での受託実績表 
事業者名                     

契約相手先の名称 契約の期間 

契約額 

(単年度分) 

(千円) 

仕様・性能発

注の別 

包括レベル 

業務範囲 

代表施設名 

業務に含まれる 

その他の施設 
施設の名称 

規模 

日平均流入量 

 （処理場) 

取水能力   

（浄水

場） 

水処理方式 

（処理場） 

浄水方式 

（浄水場） 

         

         

         

         

         

         

         

         

※北海道内での受託実績について、1 契約ごとに記載してください。 


